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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 
追加型投信／内外／その他資産（株式・
オプション） 

信 託 期 間 
2028年８月16日まで（設定日：2018年
８月17日） 

運 用 方 針 

この投資信託は、世界の高配当株式への
投資に加え株式カバードコール戦略を
組み合わせることで、配当収入の確保を
中心に、中長期的な信託財産の成長をめ
ざして運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 

外国投資信託である「クレディ・スイ
ス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）
III－グローバル高配当株式プレミア
ム・ファンド（適格機関投資家限定）（シ
ングル・プレミアム・クラスＡ）」及び
国内の証券投資信託である「ＦＯＦｓ用短
期金融資産ファンド（適格機関投資家専
用）」を主要投資対象とします。なお、
短期金融商品等に直接投資する場合が
あります。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を
設けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年２月16日及び８月16日
（休業日の場合は翌営業日））に、原則
として以下の方針に基づき分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後
の繰越分を含めた配当等収益及び売買
益（評価益を含みます。）等の全額とし
ます。分配金額は、委託会社が基準価額
水準、市況動向等を勘案して決定しま
す。ただし、委託会社の判断により分配
を行わないことがあります。収益分配に
あてず信託財産内に留保した利益につ
いては、運用の基本方針に基づき、元本
部分と同一の運用を行います。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 
第10期 

（決算日：2023年８月16日） 

 

ＳＢＩ世界高配当株プレミアムファンド 

（為替ヘッジあり）＜資産成長コース＞ 

（愛称：長生き人生） 
 

追加型投信／内外／その他資産（株式・オプション） 

 

受益者のみなさまへ 

 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「ＳＢＩ世界高配当株プレミアムファンド

（為替ヘッジあり）＜資産成長コース＞（愛称：
長生き人生）」は、2023年８月16日に第10期決算
を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願

い申し上げます。 
 

 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先 

電話番号 03-6229-0097 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 

 

  
ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

https://www.sbiam.co.jp/ 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 

基 準 価 額 投 資 信 託 
証     券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総   額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

６期(2021年８月16日) 10,474 0 7.9 97.1 218 

７期(2022年２月16日) 10,633 0 1.5 97.2 215 

８期(2022年８月16日) 9,901 0 △ 6.9 96.9 201 

９期(2023年２月16日) 9,632 0 △ 2.7 98.2 161 

10期(2023年８月16日) 9,023 0 △ 6.3 97.9 150 

（注）当ファンドは外国投資信託証券への投資を通じて、世界の高配当株式への投資に加え、カバードコール戦略を組み合わせることで、配当収
入の確保を中心に、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考指数もないことか
ら、参考指数等も記載していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証     券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ 

2023年２月16日 9,632 － 98.2 

２月末 9,424 △ 2.2 96.8 

３月末 9,259 △ 3.9 97.9 

４月末 9,315 △ 3.3 97.6 

５月末 8,913 △ 7.5 98.3 

６月末 9,128 △ 5.2 97.3 

７月末 9,246 △ 4.0 98.0 

(期   末)    

2023年８月16日 9,023 △ 6.3 97.9 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドは外国投資信託証券への投資を通じて、世界の高配当株式への投資に加え、カバードコール戦略を組み合わせることで、配当

収入の確保を中心に、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考指数もないこ
とから、参考指数等も記載していません。 
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2023年２月17日から2023年８月16日まで） 
 
○基準価額等の推移 
 

 

期 首： 9,632円  
期 末： 9,023円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率： △6.3％（分配金再投資ベース） 

 
（注１） 当ファンドは外国投資信託証券への投資を通じて、世界の高配当株式への投資に加え、カバードコール戦略を組み合わせることで、配当

収入の確保を中心に、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマークはありません。また適当な参考指数もないこ
とから、参考指数等も記載していません。 

（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載していません。 

 

○基準価額の主な変動要因 
 
【基準価額の上昇要因】 

・ 当ファンドが保有していた株式のカバードコール戦略から得られたオプション・プレミアム収入が、基準価

額の上昇要因となりました。 

・ 当ファンドで保有していた株式の配当収益が、基準価額の上昇要因となりました。 

 

【基準価額の下落要因】 

・ 当ファンドで行っていたオプション取引の損失が基準価額の下落要因となりました。 

・ 当期、株式市場は世界的に主要国の利上げや利上げによる景気後退懸念などがマイナス材料となりました。

AI関連銘柄や半導体関連株が買われたグロース株と異なり、景気に敏感なバリュー株が多い当ファンドは通

期では下落傾向となりました。 
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○投資環境 
 
※ 以下のコメントの内容は、クレディ・スイス・グループからのコメントをもとにＳＢＩアセットマネジメントが編集したものです。 

 

【世界経済市況】 

当期の世界経済は米国経済が底堅い動きとなるものの、中国や欧州の景気減速を受けて、世界的に減速傾向に

あるとみられます。2023年１－３月期は、個人消費が高い伸びとなり、実質国内総生産（GDP）成長率はプラス

でした。また、2023年４－６月期も個人消費や設備投資が底堅く推移し、プラスの成長が続きました。 

欧州経済はユーロ圏の実質GDP成長率が2023年１－３月期、４－６月期ともに小幅なプラスにとどまりました。

ユーロ圏の主要輸出先である、米国、英国や中国の景況感が低調となるなか、とりわけ外需の低迷やインフレ圧

力が重石となりました。 

中国経済は、不動産投資の減少や輸出の低迷などに伴い固定資産投資の不振や製造業の景況感の悪化がみられ

る一方、中国政府によるゼロコロナ政策の解除以降、旅行や外食などサービス消費が牽引し緩やかながらも回復

傾向が続いています。 

 

【主要市場別市況】 

当期の米国株式市場は、主要株価指数であるS&P500指数が前期末と比べ上昇しました｡3月にシリコンバレーバ

ンク（SVB）の経営破綻などを受けて、金融システムリスクへの懸念が高まったことから一時急落しましたが、そ

の後は、米インフレ指標の鈍化や、米国経済が深刻な景気後退を回避する見方が強まり、投資家のリスク選好姿

勢が強気に傾いたことなどから、堅調に推移しました。 

 

欧州株式市場は、代表的な株価指数であるユーロストックス50指数が前期末と比べやや下落しました。期初は、

スイス金融大手の経営危機で金融不安が高まり株価は下落しました。その後は、欧州中央銀行（ECB）の金融引

き締めの長期化観測が重石となりましたが、米国株高やインフレの鈍化傾向に伴う追加利上げ観測の後退などに

支えられ底堅く推移しました。 

 

当期の英国株式市場は、代表的な株価指数であるFTSE100指数が前期末と比べ下落しました。期初は欧米を中

心に金融システム不安が拡大したことに伴い世界的にリスク回避の動きが強まり、株価は下落しました。その後

は、米政府の債務上限問題の解決やイングランド銀行の追加利上げ観測の後退などが好感され投資家心理が改善

しましたが、これまでの累積的な金融引き締めの効果による景気減速の可能性などが重石となりました。 

 

オーストラリア株式市場は、主要株価指数であるS&P／ASX 200指数が前期末と比べ下落しました。期初は欧米

を中心に金融システム不安が拡大したことに伴い世界的にリスク回避の動きが強まったことから、株価は下落し

ました。その後、良好な豪雇用統計や消費者信頼感指数に加え中国のマクロ経済指標が力強い回復を示す内容と

なったことなどが支えとなり、株価は上昇しましたが、インフレ圧力に対する根強い警戒感などが重石となりま

した。 
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【高配当株式市況】 

当期の世界株市場はまちまちの展開となりました。米国株式市場は堅調な米マクロ経済指標を背景に米国経済

が深刻な景気後退を回避するとの見方が強まったことや、インフレの鈍化傾向などが好感され堅調でした。当期

末にかけては米長期金利の上昇を受けて株価は下落し、期初からの上げ幅を縮小しました。日本株市場は、日本

銀行の金融緩和政策を維持する姿勢や東京証券取引所による株価純資産倍率（PBR）改革などが好感され海外投資

家の買いが続きました。当期末にかけては米長期金利の上昇が重石となりました。欧州株式市場は小幅な上昇に

とどまりました。良好なマクロ経済指標を受けて投資家心理が改善したことや、インフレ指標の鈍化を受けてECB

による金融引き締めの長期化観測が後退したことなどが支援材料となりました。他方、これまでの累積的な金融

引き締めの効果による景気減速の可能性や中国経済の先行き不透明感などが重石となりました。同期間中、世界

高配当株は世界株のパフォーマンスを下回りました。 

 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
 

＜当ファンド＞ 

「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド

（適格機関投資家限定）（シングル・プレミアム・クラスA）」への投資を通じて、世界の高配当株式への投資に加

え、カバードコール戦略を組み合わせることで、配当収入の確保を中心に、中長期的な信託財産の成長をめざし

て運用を行いました。 

 

＜クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド（適

格機関投資家限定）（シングル・プレミアム・クラスA）＞ 

世界の高配当株式からの配当金に加え、その個別銘柄を対象としたカバードコール戦略から得られるプレミア

ム収入により、相対的に高い配当収入の確保と中長期的な信託財産の成長をめざして運用いたしました。 

なお、直近７月末時点のポートフォリオについては以下の通りとなっております。 
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【組入上位10銘柄】 

 銘 柄 名 通 貨 国・地域 業 種 名 比 率 

     ％ 

1 サザン・コッパー 米ドル 米国 素材 3.80 

2 東方海外国際［オリエント・オーバーシーズ］ 香港ドル 香港 資本財・サービス 3.75 

3 バレロ・エナジー 米ドル 米国 エネルギー 3.70 

4 香港中華煤気［ホンコン＆チャイナ・ガス］ 香港ドル 香港 公益事業 3.47 

5 デジタル・リアルティー・トラスト 米ドル 米国 不動産 3.44 

6 ヘルスピーク・プロパティーズ 米ドル 米国 不動産 3.42 

7 エジソン・インターナショナル 米ドル 米国 公益事業 3.42 

8 コテラ・エナジー 米ドル 米国 エネルギー 3.42 

9 パイオニア・ナチュラル・リソーシズ 米ドル 米国 エネルギー 3.42 

10 アムコア 豪ドル オーストラリア 素材 3.38 

組入銘柄数 30銘柄 

（注１） 比率はいずれも主要組入投資信託証券のポートフォリオに対する割合です。 
（注２） 業種は世界産業分類基準（GICS）による分類です。 
※上表については、クレディ・スイス・グループの資料を基に、ＳＢＩアセットマネジメントが作成しています。 

 

 

＜FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。 

 

「短期金融資産 マザーファンド」において、日本銀行の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化

する中、コールローン等にて運用を行いました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドは外国投資信託証券への投資を通じて、世界の高配当株式への投資に加え、カバードコール戦略を組

み合わせることで、配当等収益の確保を中心に、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行うため、ベンチマー

クはありません。また適当な参考指数もないことから、参考指数等も記載しておりません。 

 

 

○分配金 
 

当期の分配金は、基準価額水準、市況動向等を勘案し見送ることといたしました。 

なお、分配にあてずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 

 

 分配原資の内訳 
 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項  目 

第10期 

2023年２月17日～ 

2023年８月16日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％ 

当期の収益 － 

当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 1,114 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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○今後の見通しと運用方針 
 

＜当ファンド＞ 

引き続き、「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・

ファンド（適格機関投資家限定）（シングル・プレミアム・クラスA）」への投資を通じて、世界の高配当株式への

投資に加え、カバードコール戦略を組み合わせることで、配当収入の確保を中心に、中長期的な信託財産の成長

をめざして運用を行います。 

 

＜クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド（適

格機関投資家限定）（シングル・プレミアム・クラスA）＞ 

当該外国投資信託を運用している、クレディ・スイス・グループは、以下のようにコメントをしています。 

 

世界株市場は当面、底堅く推移すると予想されます。欧米を中心にインフレの鈍化傾向がみられるものの、依

然、高い水準にあり、主要国中央銀行が利下げに政策転換するまでにはまだ、時間を要するとみられます。短期

的には、主要株式市場は引き続き、雇用や物価などのマクロ経済指標の結果に左右される展開が見込まれます。

米国経済は、米連邦準備制度理事会（FRB）が進めてきたこれまでの累積的な金融引き締めの効果により、急速な

景気後退を回避し、緩やかな減速に向かうことが予想されます。このような中、米国株式市場は堅調に推移する

とみています。欧州株式市場は米国株高により投資家心理の改善が見込まれます。しかし、ECBの金融政策を維

持する姿勢やこれまでの累積的な金融引き締めの効果による景気減速懸念は重石となる可能性があります。 

 

＜FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債

及び短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。 
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○１万口当たりの費用明細 （2023年２月17日～2023年８月16日）

 

項   目 
当期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 50 0.540 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 (投 信 会 社) (  20) (0.218) 委託した資金の運用の対価 

 (販 売 会 社) (  28) (0.300) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (   2) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) 売買委託手数料 1 0.007 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権

口数 

※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支

払う手数料 

 (投資信託証券) (   1) (0.007)  

(c) そ の 他 費 用 49 0.537 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 (監 査 費 用) (  20) (0.215) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 (印    刷 ) (  30) (0.322) 開示資料等の作成・印刷費用等 

合   計 100 1.084  

期中の平均基準価額は、9,214円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３） 項目ごとに円未満は四捨五入しています。 
（注４） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 
（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く） 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を

除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した経費率（年率）は2.55％

です。 

 

 

 

 （単位：％） 

経費率（①＋②） 2.55 

①当ファンドの費用の比率 2.16 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.39 

（注１） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） ②の費用は、各月末の投資先ファンドの保有比率に当該投資先ファンドの運用管理比率を乗じて算出した概算値です。 
（注３） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注４） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注５） 投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注６） ①と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注７） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
  

2.16％ 

経費率 
2.55％ 

運用管理費用 
（投信会社） 
0.44％ 

運用管理費用 
（販売会社） 
0.60％ 

運用管理費用 
（受託会社） 
0.04％ 

その他費用 
1.08％ 

0.39％ 

運用管理費用 
0.39％ 
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○売買及び取引の状況 （2023年２月17日～2023年８月16日）

 

 投資信託証券 
 

銘         柄 
買   付 売   付 

口   数 金   額 口   数 金   額 

国

内 

 口 千円 口 千円 

ＣＳ Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｔｒｕｓｔ Ⅲ-Ａ － － 189 1,990 

（注１） 金額は受渡し代金。 
（注２） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 （2023年２月17日～2023年８月16日）

 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 （2023年８月16日現在）

 

 ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 
 

銘       柄 
期首(前期末) 当     期     末 

口   数 口   数 評 価 額 比   率 

 口 口 千円 ％ 

ＣＳ Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｔｒｕｓｔ Ⅲ-Ａ 14,905 14,715 146,654 97.3 

ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 1,007,963 1,007,963 990 0.7 

合           計 1,022,868 1,022,678 147,644 97.9 

（注）比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

○投資信託財産の構成 （2023年８月16日現在）
 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 
投 資 信 託 受 益 証 券 147,644 96.8 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 4,804 3.2 

投 資 信 託 財 産 総 額 152,448 100.0 

（注）評価額の単位未満は切捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。   
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2023年８月16日現在）

 

項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 152,448,792円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 4,803,969 

 投資信託受益証券(評価額) 147,644,823 

(Ｂ) 負 債 1,655,917 

 未 払 解 約 金 85 

 未 払 信 託 報 酬 830,932 

 未 払 利 息 14 

 そ の 他 未 払 費 用 824,886 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 150,792,875 

 元 本 167,129,471 

 次 期 繰 越 損 益 金 △  16,336,596 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 167,129,471口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,023円 

＜注記事項（運用報告書作成時には監査未了）＞ 
(貸借対照表関係) 
期首元本額 167,191,644円 
期中追加設定元本額 8,553,713円 
期中一部解約元本額 8,615,886円 

（注） 当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は
16,336,596円です。 

 
○損益の状況 （2023年２月17日～2023年８月16日）

 

項     目 当   期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 △      3,034円 

 支 払 利 息 △      3,034 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △  8,150,872 

 売 買 益 320,311 

 売 買 損 △  8,471,183 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △  1,655,818 

(Ｄ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) △  9,809,724 

(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 △  1,120,225 

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △  5,406,647 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (    4,838,997) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 10,245,644) 

(Ｇ)   計   ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) △ 16,336,596 

(Ｈ) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ＋ Ｈ ) △ 16,336,596 

 追 加 信 託 差 損 益 金 △  5,406,647 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (    4,838,997) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 10,245,644) 

 分 配 準 備 積 立 金 13,782,642 

 繰 越 損 益 金 △ 24,712,591 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（０円）、費用
控除後の有価証券等損益額（０円）、信託約款に規定する収
益調整金（4,838,997円）および分配準備積立金（13,782,642円）
より分配対象収益は18,621,639円（10,000口当たり1,114円）
ですが、当期に分配した金額はありません。 
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＜ご参考＞ 
主要投資対象の投資信託証券の概要 

名称 
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミア
ム・ファンド（適格機関投資家限定）（シングル・プレミアム・クラスＡ） 

形態 ケイマン籍外国投資信託／円建て 

運用目的・ 
運用方針 

1. 主として、担保付スワップ取引を通じて、実質的に世界の株式に投資を行い、加えて世界株
式の個別銘柄を対象とした株式オプション取引を行うことにより、配当収入の確保と中長期
的な値上り益の投資成果の享受を目指します。 

2. カバードコール戦略の構築にあたっては、以下の点に留意します。 

・ クレディ・スイスが有する企業価値評価モデルであるHOLT（ホルト）に従って選定された世
界株式の中から、時価総額や流動性等を考慮して投資対象銘柄を選定します。  

・ 投資対象銘柄の中から、相対的に高い配当利回りで、下値抵抗力がある相対的に割安で健全
性の高い銘柄を選定し、世界株式ポートフォリオを構築します。 

・ 株式オプション取引：各個別銘柄毎に、当該株式を原資産とするヨーロピアン・コールオプ
ションを売却することで株式オプション取引を構築します。個別銘柄ごとに、保有株数の全
部にかかるコールオプションを売却することを基本とします。 

・ 世界株式およびオプション取引の運用は、クレディ・スイス・マネジメント（ケイマン）リ
ミテッドが行います。 

分配方針 原則として、分配は行わない方針です。 

管理報酬等 

純資産総額に対して年率0.40％程度 

※ 上記料率には、管理会社、受託会社、管理事務代行会社、保管会社、報酬代行会社とその代
理人への報酬等、および設立費用、監査報酬等が含まれます。 

※ その他費用として、担保付スワップ取引において証券取引等に伴う手数料等が支払われます。 

管理会社 クレディ・スイス・マネジメント（ケイマン）リミテッド 

換金手数料 0.50％ 

備考 

当外国投資信託は、担保付スワップ取引の相手方に担保付スワップ取引の構築に必要な現金を
支払い、当該取引の評価額に相当する担保を受け入れます。担保付スワップ取引の相手方は、
日々の担保付スワップ取引の評価を行っており、担保も洗い替えされます。担保付スワップ取
引の評価には、世界株式等へ投資する場合にかかるコストや税金等が反映されます。 

 

名称  ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 

運用目的・ 
運用方針 

主として、「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融
資産等（短期公社債及び短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行い、安定した収益の確
保を目標として運用を行います。 

信託期間 原則として無期限 

決算日 毎年９月25日（日本の銀行が休業日の場合は翌営業日） 

信託報酬 ファンドの純資産総額に対し年0.143％（税抜0.13％） 

投信委託会社 三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社 

受託銀行 三井住友信託銀行株式会社 
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■クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・

ファンド（適格機関投資家限定）の状況 

2023年８月16日現在入手している最新（2022年７月31日現在）の状況です。 

 

■貸借対照表 

2022年７月31日 

資産  
 (円) 

金融資産（損益通算後の評価額） 2,569,555,384 

現金及び現金同等物 1 
未収：  

受益証券発行分 3,000,000 

資産合計 2,572,555,385 

  
  
負債  
未払：  

有価証券購入分 3,000,000 

負債合計 3,000,000 

受益者に帰属する純資産 2,569,555,385 

 

■包括利益計算書 

2021年８月１日から2022年７月31日 

収益  
 (円) 

金融商品に係る収益（損失）  
手数料収入 275,765,401 
金融資産及び金融負債に係る実現損益（損益通算後の評価額） 8,402,642 
金融資産及び金融負債に係る未実現損の変動（損益通算後の評価額） △ 310,373,838 

収益（損失）合計 △  26,205,795 

  
費用  

報酬支払代行人手数料 10,642,082 

  
金融費用控除前の運用に伴う収益（損失） △  36,847,877 

  
金融費用  

支払分配金 △ 265,123,319 

包括利益（損失）合計  
（運用による償還可能受益証券の保有者に帰属する純資産の運用増（減）額） △ 301,971,196 
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ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）の状況 

2023年８月16日現在入手している最新（第12期決算日（2022年９月26日現在））の状況です。 

 

○１万口当たりの費用明細 (2021年９月28日～2022年９月26日)

 

項   目 
当  期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 14 0.143 (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は 9,851 円です。 

    信託報酬に係る消費税は当（作成）期末の税率を採用

しています。 

 ( 投  信  会  社 ) (  11) (0.110) 委託した資金の運用､基準価額の計算､開示資料作成等

の対価 

 ( 販  売  会  社 ) (   1) (0.011) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン

ドの管理、購入後の情報提供等の対価 

 ( 受  託  会  社 ) (   2) (0.022) 運用財産の管理､投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 1 0.005 (b)その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均

受益権口数〕×10,000 

 ( 監  査  費  用 ) (   1) (0.005) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係

る費用 

 ( そ   の   他 ) (  －) (   －) その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

合   計 15 0.148  

（注１） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファ
ンドに対応するものを含みます。 

（注２） 各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） 「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

○組入資産の明細 
 
 親投資信託残高 
 

 
当期首(前期末) 当   期   末 

口   数 口   数 評 価 額 

 

短 期 金 融 資 産  マ ザ ー フ ァ ン ド 

千口 
13,428 

千口 
13,408 

千円 
13,564 

（注）親投資信託の当期末における受益権総口数は 9,046,164 千口です。 
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○投資信託財産の構成 
 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 
短 期 金 融 資 産  マ ザ ー フ ァ ン ド 13,564 99.9 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 17 0.1 

投 資 信 託 財 産 総 額 13,581 100.0 

 

  
○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2022年９月26日現在）

 

項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 13,581,257円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 16,936 

 短期金融資産 マザーファンド(評価額) 13,564,267 

 未 収 入 金 54 

(Ｂ) 負 債 10,427 

 未 払 信 託 報 酬 9,699 

 そ の 他 未 払 費 用 728 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 13,570,830 

 元 本 13,789,186 

 次 期 繰 越 損 益 金 △     218,356 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 13,789,186口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,842円 

 
○損益の状況（自2021年９月28日 至2022年９月26日）

 

項     目 当   期 

(Ａ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △     5,535円 

 売 買 損 △     5,535 

(Ｂ) 信 託 報 酬 等 △    20,021 

(Ｃ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ) △    25,556 

(Ｄ) 前 期 繰 越 損 益 金 △    74,902 

(Ｅ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △   117,898 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     654,973) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△   772,871) 

(Ｆ)   計   ( Ｃ ＋ Ｄ ＋ Ｅ ) △   218,356 

(Ｇ) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｆ ＋ Ｇ ) △   218,356 

 追 加 信 託 差 損 益 金 △   117,898 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     654,973) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△   772,871) 

 分 配 準 備 積 立 金 11,111 

 繰 越 損 益 金 △   111,569 

（注１）(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
（注２） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
（注３） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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当ファンド（ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用））が投資対象としている「短期

金融資産 マザーファンド（第15期決算日（2022年９月26日現在））」の組入資産の内容等の状況 

 

○１万口当たりの費用明細 

 

当期中における該当事項はありません。 
 

○組入資産の明細 
 

当期末における該当事項はありません。 

 

 

※「短期金融資産 マザーファンド」において、日本銀行の金融緩和継続により短期国債のマイナス金

利が常態化する中、コールローン等にて運用を行いました。 
 

  



 

- 17 - 

全体版 
 

Filename： 【全体】w16_SBI 世界高配当株プレミアムファンド（為替ヘッジあり）＜資産成長コース＞_2308 

LastSave:9/22/2023 1:44:00 PM LastPrint：9/22/2023 1:44:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
○投資信託財産の構成 
 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 9,152,935 100.0 

投 資 信 託 財 産 総 額 9,152,935 100.0 

 

  
〇資産、負債、元本及び基準価額の状況（2022年９月26日現在）

 

項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 9,152,935,950円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 9,152,935,950 

(Ｂ) 負 債 1,523,169 

 未 払 解 約 金 1,502,802 

 未 払 利 息 20,367 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 9,151,412,781 

 元 本 9,046,164,083 

 次 期 繰 越 損 益 金 105,248,698 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 9,046,164,083口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,116円 

 
〇損益の状況（自2021年９月28日 至2022年９月26日）

 

項     目 当   期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 △   4,634,183円 

 受 取 利 息 55,856 

 支 払 利 息 △   4,690,039 

(Ｂ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ) △   4,634,183 

(Ｃ) 前 期 繰 越 損 益 金 119,674,108 

(Ｄ) 追 加 信 託 差 損 益 金 169,275,273 

(Ｅ) 解 約 差 損 益 金 △ 179,066,500 

(Ｆ)   計  (Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 105,248,698 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｆ ) 105,248,698 

（注１） (D)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追
加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注２） (E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約
価額を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

 


